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研究成果の概要（和文）：大学入学前教育における英語読解教育の在り方を入学前教育の特徴、

対象学生の英語能力レベル、及びヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の「情報及び議論の為

の読解能力記述文」を基に検討し、教材を開発した。教材は、自律的学習を支援するためのポ

ートフォリオと、語彙・文法レベルは CEFR の A２(初級上)に限定しながらも大学教育で必要

となる B1（中級下）の読解法力が育成できる読解テキストを一体化したものとした。 
 
研究成果の概要（英文）：The study first examined what remedial English education should 
be considering its constraints, proficiency levels of target learners and the CEFR reading 
for information and argument descriptors. Then a reading textbook was developed. The 
textbook aims at promoting learners autonomous learning by providing portfolio. It also 
attempts to help learners develop their reading competences and strategies, while the 
range of vocabulary and grammar in the text is restricted to A2 level. 
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１．研究開始当初の背景 
入試制度の多様化により、様々なタイプの学
生が大学に入学し、学士課程教育を開始する
時点で、知識・技能に大きな差が生じている。
さらに、2009度には、大学への進学率が 50%
を超え、学生の学力低下が深刻な問題となっ
ている。このような状況下、大学入学前教育
の重要性が広く認識され、実際、何らかの形

で入学前教育を実施している大学は増え続
けており、未導入であっても導入を検討して
いる大学も多い。しかしながら、多くのケー
スにおいて、入学前英語教育における学生の
達成状況は期待したとおりに伸びず、深刻な
学力低下問題に効果的な打開策が打ち出さ
れていない状況である。 
 



２．研究の目的 
本研究では、まず「学士課程教育導入英語ポ
ートフォリオ」のあり方を検討し、その結果
を基に、ポートフォリオを実際に作成する。 
 (1) 「学士課程教育導入英語ポートフォリ

オ」のあり方とその内容を検討するため
に、ポートフォリオの使用者である大学
入学者の英語能力と学習スタイルの実態
を明らかにする。さらに、高等教育用に
開 発 さ れ た  European Portfolio for 
University Students (European 
Association of Language Centres in 
Higher Education 2002) や ELP Higher 
Education (European Language Council 
2002)などと国内で開発された can do リ
スト(根岸 2006、長沼＆宮崎 2006、阿野
他 2007 等)を比較検討することで、日本
の学士課程導入教育の到達目標を設定す
るためのベースとして必要な can do リス
トの項目を明らかにする。 

（2）(1)の研究を基に、以下の構成物からな
る「学士課程教育導入英語ポートフォリ
オ」の試作版を作成する。 
① 大学が到達可能な具体的な目標を設
定するための基準として使用でき、かつ
学習者が自己の英語能力を診断するこ
とができる Can-do チェックリストを作
成する。 

② ヨーロッパ言語ポートフォリオは、
言語パスポート(Language Passport)、
言語学習記録（Language Biography）、
言語資料(Dossier)の 3 つの構成物から
成る。これらの構成物は、ヨーロッパ市
民の相互理解を深化させるための複言
語主義の進展やヨーロッパ域内での移
動の促進、そして自律的言語学習能力の
育成を目的に作成されているため、本申
請研究で作成する日本の学士課程教育
への導入のための英語教育ポートフォ
リオとは、目的が異なる部分も多い。そ
こで、ELP の構成物を参考にしつつも、
本申請研究では、自律的英語学習の支援
を最重要目的としたポートフォリオの
構成物を作成する。 

(3) (2)で作成した「学士課程教育導入英
語ポートフォリオ」の有効性を、複数の
大学で試験的に使用し、検証する。ポー
トフォリオに含まれる 4つのツールの有
効性は、質問紙や使用されたポートフォ
リオを観察することで検証する。また、
ポートフォリオの記述やツールの指針
が学習者にとって分かりやすく、使いや
すいかなどの点検も行う。 

 
（4）上記の検証結果を基に、「学士課程教育

導入英語ポートフォリオ」に修正を加え
た後、大学入学前の学習者が最もアクセ

スしやすい形態を検討し、公開する。 
 
３．研究の方法 
(1) 大学入学者の英語能力調査及び ELP の

比較研究をおこなう。 
① ELPの比較研究は、ヨーロッパの高
等教育で使用されている Can-do チェッ
クリストと日本で開発された Can-doチ
ェックリストの項目および評価段階を
比較対照し、それぞれの特徴、日本の学
士課程導入教育で使用する観点からの
長所及び短所等を明らかにする。 
② 学生の英語能力および学習スタイ
ルの実態調査を TOEIC の得点と TOEIC 
Can-do Guideを用い、把握する。特に大
学入学前教育の対象となる可能性の高
い TOEIC 220点以下の学生と TOEIC 
220~470の学生に関しては、英語のどの
ような知識や運用能力が低いのかを詳
しく分析する。 

(2)  Can-do チェックリストとその他のポ
ートフォリオ構成物を作成する。 
① Can-doチェックリストは、前年度に行

った研究を基に作成する。その際に、
CEFRの初級レベルに必要な言語知識や
運用能力を詳細に説明した Waystage 
1990 (van Ek and Trim 1998)や中級レ
ベルの Threshold 1990(van Ek and Trim 
1998)を踏まえ、言語活動のタスクを特
定し、Can-doチェックリストを作成する。  

② 学習者の自律的言語学習を支援する
ためにワークシートやジャーナルから
成るポートフォリオを開発する。①と②
を総合し、「学士課程教育導入英語ポー
トフォリオ」の試作版を完成させ、日本
リメディアル教育学会、大学英語教育学
会や CercleSセミナー等で発表し、フィ
ードバックを得る。 

(3) 「学士課程教育導入英語ポートフォリ
オ」の有効性を検証し、修正を行い、公表
する。「学士課程教育導入英語ポートフォ
リオ」を実際に使用し、その有効性を検証
する。特に、Can-do チェックリストの有
効性やポートフォリオに含まれる 4つの構
成物の使いやすさを検証する。以上の検証
結果を基に、「学士課程教育導入英語ポー
トフォリオ」に必要な修正を加える。最後
に、多くの大学や大学入学前の学習者が最
もアクセスしやすいポートフォリオの形
態を検討し、公開する。 

 
４．研究成果 
(1)「学士課程教育導入英語ポートフォリオ」
を完成させた。 
① ポートフォリオの構成物の１つであ
る、Language Biographyに含める自己評
価のための Can-do チェックリストは、



ELPの比較研究とCEFRの初級レベルに必
要な言語知識や運用能力を詳細に説明
した Waystage 1990 (van Ek and Trim 
1998) や 中 級 レ ベ ル の Threshold 
1990(van Ek and Trim 1998)を踏まえ、
言語活動のタスクを読解に限定し、作成
した。汎用性の高い CEFR の能力記述文
を基に、特定の目的に即して、具体的な
Can doチェックリストを作成する方法と
ステップに関し、大学英語教育学会およ
び、CercleS (European Confederation of 
Language Centers for Higher 
Education) Seminarで発表した。そこで
得られたフィードバックを基に、 
“Adaptation of the CEFR to Remedial 
English Education in Japan”を執筆し、
学術雑誌 Language Learning in Higher 
Educationに掲載された。 

② Language Biography に含む学習者の
自律的言語学習を支援するためにワー
クシートやジャーナルは、2 種類のヨー
ロッパの高等教育用 ELPを参照し、独自
に開発した。 

 
(2) 大学入学前教育にふさわしい教材のあ

り方についても検討し、教材を開発した。
その成果は、リメディアル教育学会第 7回
全国大会で発表した。さらに、「大学入学
前英語教育の到達目標設定及び教材に関
する提案（CEFR に基づくアプローチ）」と
して論文にまとめ、日本リメディアル教育
学会誌『リメディアル教育研究』に投稿し、
掲載された。 

 
(3)「学士課程教育導入英語ポートフォリオ」
と英語読解教材が一体化した大学入学前
英語教育教材の試作版を完成させ、その有
効性を、本試作版を試験的に使用してみる
ことで、検証した。英語の読解教材の作成
にあたり、CEFRのＢ1レベルの Reading for 
information and argumentの能力記述文を
参考にした。ただし、本教材の対象学習者
は、CEFR の A2 レベル(初級上)以下と予測
されるため、Ｂ１レベルの読解方略の習得
をめざしながらも、Ａ２レベルの学習者に
相応しい英語テキストを作成した。具体的
には、語彙は、English Profile を用い、
文法項目は Waystage を参照してＡ２レベ
ルにコントロールした。さらに、入学前教
育では、学習者が独自に学習することが前
提となっているため、自律的に学習に取り
組めるように「学士課程教育導入英語ポー
トフォリオ」と英語読解教材を一体化した
入学前教材を完成させた。この教材につい
ては、日本リメディアル教育学会第 8回全
国大会、及び早稲田大学で開催された大学
英語教育学会教育問題研究会主催の語学

教育エキスポ 2013 で発表し、フィードバ
ックを得た。本教材は現在出版準備中であ
る。 
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